
658 日 本 化 学 療 法 学 会 雑 誌 SEPT.1995
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産婦人科領域感染症 に対するニューキノロン薬pazunoxacin(PZFX)の 臨床的検討 を行い,以

下の成績 を得た。

1) 産婦人科領域感染症患者19名 に本剤 を1回100～200mg,1日2～3回2～14日 間投与

した。感染症状不明確(5例),治 療後来院 しなかった1例 お よび副作用 のため投薬 中止例(1

例)を 除 く12例 を解析対象例 とした。

2) 臨床効果は,子 宮内膜炎5例,卵 管炎4例 ,バ ル トリン腺膿瘍2例,会 陰部膿瘍1例 に

対 し全例有効であった。

3) 細菌学的効果は6例 より8菌 種8株 が検 出され,す べてが消失 した。

4) 副作用は1例 に軽度の発疹が認め られた。臨床検査値の異常変動は認められなかった。

以上のことより,産 婦人科領域 における各種感染症に対する本剤の有用性が示唆 された。
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Pazu且oxacin(PZFX)は,富 山化学工業株式会社 と株式

会社 ミドリ十字によって共同開発 された新規な経口用キ

ノロン系抗菌薬である。本剤 は幅広い抗菌スペク トラム

と強い抗菌力を有 し,殺 菌的に作用する。 また本剤は血

中半減期 が他の同系薬剤 に比 し,短 いにもかかわ らず,

高い血清中濃度が得 られると共に,良 好な炎症巣移行性

を反映 して各種実験的感染症 に対 して良好 な治療効果 を

示 した1)。

この様 な特長を有する本剤について,産 婦人科領域感

染症患者 に対する臨床試験 を実施 し,そ の有効性および

安全性について検討 したので報告する。

対象は,平 成4年11月 から平成5年7月 までの9ヵ

月間 または平成6年5月 か ら平成6年9月 までの5カ

月間に当科を受診 し,同 意の得 られた19名 の産婦人科

領域感染症患者であった。疾患の内訳は,子 宮内膜炎7

例,卵 管炎8例,バ ル トリン腺膿瘍2例,バ ル トリン腺

炎1例 および会陰部膿瘍1例 であった。この内,感 染症

状が不明確 な子宮 内膜炎1例,卵 管炎3例,バ ル トリン

腺炎1例,治 療後来院 しなかった子宮内膜炎1例 お よび

副作用発現のため服薬を中止 した卵管炎1例 を除 く12

例 を解析対象例 とした。患者背景では,外 来10名,入 院

1名,入 院 か ら外 来1名 ,年 齢 は17歳 ～65歳(平 均

36.3歳)で あ った。投 与方 法 は,1日200mg・ 分2(5

例),400mg・ 分2(1例),300mg・ 分3(4例)お よび

600mg・ 分3(2例)で あ り,投 与 日数 は5～14日 間(平

均6.8日 間),総 使用量は1,000～4,200mg(平 均2,075

mg)で あった。

臨床効果の判定は,自 他覚症状,検 査所見の推移 をも

とに著効,有 効,無 効 の3段 階 または判定不能で行 っ

た。細菌学的効果の判定は,起 炎菌の消長 をもとに消失,

減少又は部分消失,不 変,菌 交代の4段 階 または判定不

能 と判定 した。

副作用および臨床検査値異常の有無は,自 他覚症状並

びに,末 梢血 尿,血 液生化学的肝 ・腎機能等の検査を

行い判定 した。

症例 の一覧表 を示す とTable1の 通 りである。症例1

～18は
,平 成4年11月 か ら平成5年7月 まで,又,症

例19は 平成6年5月 から平成6年9月 までに実施され
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た症例である。 解析対象例12例 の臨床効果 は,全 例有

効で有効率 は100%で あった。

細菌学的効果 をみる と6例 よ り8菌 種8株 の原因菌

が分離 ・同定 され,そ の内訳は,  Coagulase-negative sta-

phylococci, Streptococcus agalactiae, Enterococcus faecalis, 

Enterococcus faecium, Corynebacterium sp., Escherichia coli,

Klebsiella pneumoniae および Peptostreptococcus sp. 各1株

で あ っ た 。 こ れ らす べ て の 株 は 投 与 後 消 失 し,StaPhylo-

coccus anre,Staphylococcus epidermidisお よ びGardne-

rella vaginalisが 交 代 菌 と して 出 現 した 。

副 作 用 は1例(症 例12)に 頸 部 ・顔 面 に軽 度 の 発 疹 が

認 め ら れ た 。 こ の 例 は,投 与 開始2日 目 に 発 現 し,投 与

Table 1-1. Clinical effect of pazufloxacin

NF: normal flora ND: not done
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を中止 し処置 しないで4日 後 に消失 し,本 剤 との因果関

係 を多分関係あ りと判断 した。

臨床検査値の推移はTable2に 示 した通 りで,本 剤に

起 因する臨床検査値の異常変動は認められなかった。

産婦人科領域では現在経 口抗菌薬使用の主流 をβ-ラ

クタム剤が占めているが 使用頻度の増加 とともに β-

ラクタマーゼ産生の耐性菌の出現 によって無効例 も増加

している21。近年各種ニューキノロン薬が開発 され,妊 娠

時を除いた産婦人科領域各種感染症に対 し広 く使用 され

ている。ニューキノロン薬の副作用のうち,最 も注意す

べ き副作用 として中枢神経症状が知 られているが,本 剤

は特 にこの中枢毒性 を低減 させ,安 全性の高い薬剤 とし

て開発された。本剤は臨床第1相 試験において,経 口吸

収が速やかで血中半減期が市販のニューキノロン薬に比

べ短 いが,高 い血 中濃度が得 られる とい う特長 を有す

る1)。

今回,我 々はこの様 な特長 を有する本剤 を産婦人科領

域感染症 に使用 し臨床効果 を検討 した。解析対 象例12

例 に対 し,全 例有効であった。細菌学的効果は,6例 よ

り8株 の原因菌が分離 ・同定 されたが,す べて消失 し

た。副作用 は1例 に軽度の発疹が認め られたが,投 与中

止 し消失 した。臨床検査値の異常変動 は認められなかっ

た。

以上の結果 より,PZFXの 産婦人科領域 における各種

感染症に対す る臨床効果 を検討 したが,満 足すべ き成績

が得 られ優 れた有用性が示唆 された。

Table 1-2. Clinical effect of pazufloxacin

ND: not done CNS: coagulase-negative staphylococci
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Table 2. Laboratory findings before and after administration of pazufioxacin

B: before A: after
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The clinical effects of a new quinolone drug, pazufloxacin (PZFX), were investigated in obstetric and 

gynecologic infections. 

1) The drug was administered to 19 patients with obstetric and gynecologic infections at a dose of 

100•`200mg 2•`3 times a day for 2•`14 days, and the efficacy was evaluated in 12 of them (5 patients 

with indefinite symptoms, 1 patient who didn't visit after treatment and 1 patient in whom medication was 

discontinued due to side effects were excluded). 

2) The clinical efficacy was good in all patients: endometritis, 5 patients; salpingitis, 4; Bartholin 

abscess, 2; perineal abscess, 1. 

3) Bacteriologically, all of the 8 strains of 8 species detected in 6 patients were eradicated. 

4) As a side effect, mild rash was observed in 1 patient. No abnormal findings were observed on 

clinical laboratory tests. These findings indicate that PZFX is useful in obstetric and gynecologic 

infections.


